
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

854− 192 第 9群 　妊 娠の 生 理 ・ 病 理 に 関 す る 問 題 （亙 ） 日 産 婦 誌 15卷 9 号 臨 時 増 〒嗹

い る ．従 っ て ， こ の よ うな 変性 乃 至壌死 が 子宮 を 刺戟

し，陣痛 を発 来 させ る と考 えて い る人 もあ る．しか し，

細胞 の 変化 の み な らず ，線維成分の 変化 を観察す る と，

屮 胚 葉性 で，細網組織 に 属 す る間質細胞は ，妊娠 中期 以

後 は 線維質へ 化 生，あ る い は 転化す る と考えた 方が 自然

で，こ れ が生体内で単純 に異物化す る と考える の に 疑問

が 生 ず る．

　 75。妊娠 ， 産褥期 の好 中性 白血球中 ア ル カ リ フ

オ ス ア タ
ーゼ 活性値

　　　　 〔関東中央 ）

　　　 坂 元　正
一』
，野末　悦予 ，池沢　紀郎，

　　　 伊藤　竜三 ， 武井　徳郎

　　　　　　　　　　　　 （放 医 研 ）　 三 輪　史朗

　ユ946年 Wachstein が 諸種疾患時 に於 け る好中球 ア ル

カ リフ ォ ス フ ァ タ ーゼ （以 下NAP と略）活性値に っ い

て 報告 して 以 来 ， 」血液 学 の 領 域 で 注 R を集 め ，多 くの 研

究 が行われ て い る．妊娠時 に もNAP 活 性値 が 高 ま る 事

を Valentine が 1954年 に 指弁冠し，同 il寺に ，安楽 ，　 Pri−

chard ，　 Quigley井上 ら も報告 して い る．我 々 も妊娠 ・

産褥 ・妊娠 中絶等の 際 の NAP 変動及び NAP を 用 い た

妊 娠補助診断法 に つ い て 検討 した．対象 ：妊婦 280例，

産褥 23例，褥婦 60例，妊娠 中絶25例 ， 対照60例 （正 惟非 妊

婦50例 ， 男子10例）実験方法 ：耳朶採血 に よ る血液塗抹

標本 を Kaplow 法を
一

部改変 して 染色を行 い ，
　 sco 血 g

method に よ り成績判定を 行 っ た 。染色法 ： 1．メ タ ノ

ール ・ン オ ル マ リン （9 ： 1 ）液，0± 5 ℃ ， 30秒固定後

水洗 ， 2．基質液（Na ．
α
．naphthyl 　acid 　phosphate20   ，

Fast　blue　RR 　20mg を 0．05M 　propanediol 緩衝液 20皿 1

中 に溶解濾過 し た もの で使用直前 に調製）を固定 した 標

本に 盛 り，室温でユ3分染色，水洗， 3．Mayer の へ v

トキ シ リン 液で 2 分後染 ， 水洗 ， 室温で乾燥，油浸で検

鏡す る ．成績判定法 ：NAP 活性値表現法 として 点数法

を 採用 ， 写真に 示す如 く， 細胞内褐色色素沈着 の 程度に

よ りGrade 　O −Grade 　4の 5段階 に 分け ， 好中球 10 箇に

つ い て 検 し，各 段 階 の 点数 を そ の 個数に 掛 け，そ の 総計

を NAP −Scoreと して表 わ す．成績 ：A ）正 常妊娠各月

数別 NAP ．非妊時平均62。3土 3．9 の Score が妊 娠初

期 に 急増 し S 皿 M 　115．5± 29。4， 以 後 S 皿M140 ．6 ±

58，6， SIVM 　158．8± 17．4 と 漸 増 の 傾向に あ り，非 妊

時の 約 2．5倍の 値を示 すが ， 妊 娠 中期を過 ぎる と 150〜

140の 横ば い 状態で以 侵妊娠各月の 間 に 有意 の 差 を認 め

ない ．分娩 llr は 147。2± 12。8で SXM141 ．2± 11．3に比

し特 に 高値 を 示 して い な い ．B ）産褥第 1 〜3 円 の 平均

NAP 　 Score　 l85．7±13，8 は 妊 娠 ・産 褥 各 期を 通 し最高

で あ り，そ の 後徐々 に低 ドし産褥第 2 週で は 50．5± 11．5

と非妊時 と差 を 認 め なわ い ．C ）対照 ：正 常非 姓 婦50例

の 平均値は 62。3± 3．9 であ り黄体期 に 幾分高い 値を とる

も の が あ るが 月 経周期 に よ る差 は 平均値で：ま特 に認 め ら．

れ な い．男子10例 の 平均 は 53．T± 8．8であ る．　 D ）妊娠初

期入 工 妊娠中絶16例自然流産 9 例
［
ごは 中絶後 7 円を 過 ぎ

る と 「蔓常 値 に 復す るが ， 少数例であ る が 妊 娠 4 カ 月以 上

の もの では 圏復の や 、 遅れ る もの が あ る．E ）Hormo ロ e

の 影響 ： 正 常非妊婦 に 月経周期 に合わ せ て Ovahormon

200Ci．u ．，　Nerluten 　10n鳩を，男 子 に Decadrone 　 1   を

夫々 各 5名 に 7H 問連用 せ しめ そ の 前後に 於 け る NA

P を 比較した 。Ovahormon 前66．6後66。3で全 く差 を認

め な い 、 Norluten で は 前 73。5後 65．0で ， む しろ減 っ

て い る が ， い ず れ も正 常範囲内で あ る。 Decadrene て

は 前65後79と増加 し て い る 。F ）妊娠補助診断法 と して

の 可能性 ：正 常非 妊 婦の 最高値は 98で あ り ， 非 妊 上 阪 を

100と した 時，妊 娠 適 中率 は S 皿M で 80％ S 皿M で86淫

％であ る．上 限 を90とすれば適 中率 は 8 皿M で 88。5％ ，

SHM で 95．5％ とな る．実際一L， ユ00以 上 ， 70以 下 で

は ， そ れぞれ妊娠非妊適中率は 100％であ るが ， そ の 閥

の 値 をとる もの に っ い て は 再検査 の 要があ る ．

　75．に 対す る追 加　　　 （新潟大）

　　　　　　　渡辺　隆夫 ， 中川 　賢
一

， 鈴木　正彦

　わ れ わ れ も好中球 ア ル カ リ性 ン ォ ス フ ァ ターゼ の組織

化学 に つ い て 検討して お り，動物実験で自鼠全身照射時

の そ れ に つ い て は 本学会で も発展 の 予定であ るが ，臨確

面につ い て も多少検討 した の で追加す る．

　検 査 方 法 は 目．朶 よりの 末梢血 液塗抹標本 逢 Kap1
’
ow の

Azo 色素法 に よ り染色 し 100個 の 白 亅血球を算定 し染色の

陽性度を 0〜 4度 と し，各 陽性 度の 実数に そ れ に 対応 し

て 0〜齠 ）数を乗 じそ の 総計値 を も つ て 活性度指数 と し

た。結果は

　  　正 常月経周期 を有す る非 妊 婦人 に 於て は 指 数50以

下であ り 平均 29e9 で 月軽 周期の 各時期 に よ る変動は 著昵

で な い 。

　   　正 常妊婦は 非妊婦 よ り明 らか に 高い 値を示 し ， 平

均 115．0指数80以 上 の 陽性率 は T4。1％で 指 数は 妊娠第 4

週 頃 よ り高い 値 を 示 した ．

　  　妊 娠月数 に よ る 変動 は 妊娠末期 に 次 第 に増加 す る

傾向の よ うで あ つ た．

　  　惡 性絨毛 上 皮腫 4例 に お け る指数は 最高72，最 低

25 ， 平均4G．5であ っ た e
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　  　X 線照射を 行 っ た 子宮頚癌患者 6例の 照射前後の

指数の 平均は ， 前が 44．8後が 33．6であっ た．

　以 上 症例 が ま だ 少い が 現在追加 中で あ り後 H 検 討 し発

表 の 予定であ る．

　 76．血漿カ テ コ ール ア ミ ン の 産科学的研究

　　　　　　　　　 （都 立 荒川産院）　 酒井　和之

　産科領域 に 於 い て カ テ コ ール ア ミ ン の 動態 を観察す る

に ，妊 娠 ， 分娩 ， 産褥の 各期 の 変化 に興味あ る動向 を窺

え る．

　実験的 に もノ ル ア ドレ ナ リン （以 下NA ）は 昇圧効果

だ i’tで な く，子宮筋の 収縮作用を有し ， 又 ア ド レ ナ リン

（以 下A ）は 少量 では 弛緩，大量で は収縮を来 た す と云

われて い る．

　NA の 昇圧作用 は 中毒症 の 発生因子 の
一

つ として 考 え

られ ， 又 分娩期 に 入 れ ば 陣痛の 発来 に 関 しオ キ シ トシ ン

との 関連 を 類推 され大量出洫 時の 血 圧調節機構 に も関係

が あ ろ う．又 A り代謝作用も産科領域 に 影響 が あ ろ う

し，産褥期 に 入 り，A の 泌乳抑制も既成の 事実であ る．

　 こ の 様な交感榊経伝達 物質と して の カ テ コ
ー

ル ア ミ ン

の 変化を Wei1 −Marherbe ＆ Bone 法 に ょ り，　 血 漿 中

の 動態を捉えた ．

　 そ の 結果

　1） 初期 妊 娠 中毒 症 に於 い て は，健 康者 に 比 し，［NA

B でA 共に 正 常値 以 内であ っ た が 晩期妊娠中毒症に於い

て は ，血圧の 上昇 に比例 して XA 高値 の傾向が あ り，又

中期 の 軽度の 中毒症症状 時 に も測定 の 結果 NA 高値 の も

の は 妊娠末期迄 に重症の もの に悪化 して ゆ く症例も見 ら

れ る ．

　急性腎障害陦 にNA の 血 漿レ ベ ル が増 大し ， 血管収縮

反応 を よ り鋭 敏 化 す るの で は ない だ ろ うか ．

　 2） 子宮，陣痛，怒責 とい っ た
一

連の 反応を伴 う分娩

時 に対 して の カテ コ ール ア ミ ン を 観察 した ，M ＆ D 型

陣痛計に よ っ て そ の 刻 k の 陣痛の 変化とカ テ ロ ール ア ミ

ン の 測定値 を 示説 し ， 又 正 常分娩 ， 微弱陣痛に よ る遷延

分娩の 分娩経過 に っ い て の 検討を 示 した．

　規則性 陣痛発来 時，比 較的NA 増加 ，　 A 減少．

　 不規則性陣痛時，比較的NA 減少 ，
　 A 増加を示す．

　陣痛発来時は外来遘院時 に 比 し1  ％ 程度の ．血圧上 昇を

観察す る事か ら も， 分娩第 1期 にNA 亢進を 示 す事は考

え られ る．

　 紛　デ リバ リン を使用 した 症例，及び児 心 音悪化 を認

め た症例 に A の 比較的増加 を認め た 事は ， A の 酸素消費

に 対す る 代謝作用が 影響 し ， デ リバ リン 等 に よ る陣痛促

進 ， 分娩誘発時 に 遭遇す る児心音の 惡化時 に は特 に酸素

供給を充分 に行 う事の 示唆では な い だ ろ うか．

　4）　胎 盤 咲頓 した 症 例 に，分娩第 1 期 よ り 次第 に A の

増加 した症例を 認め た．

　 5） 大量の 弛緩性出血の 症例 に NA 増加 を認めた が ，

こ れ は 血 圧 に対す る生体の 「坊禦反応 と考え られ る ．

　 6） NA とオ キ シ トシ ン との 相 互 関係 ， 及 び 陣痛発来

とN：A との 関係を追求す る H的で ，
Smyth の Oxytocin

Sensitivity　Test と平行 して ，
　 NA を0．01mg！cc ！mi11 静

注 し ， 両者 の 子 宮筋収縮を 来す迄の 量的比較を ， M ＆ D

型 陣痛計に よ り観察 した ．

　 77．ビタ ミ ン K の 欠乏 と雌性性機能 （第 3 報）

（ビタ ミ ンK 欠乏 の 妊娠機能に お よぼす影響〉

　　　　　（岩手医大）　 阿部　瀦市 ， 浜津　吉男

　 わ れLわれは さ き に ， 第 14回 日本産科婦入科学会総会お

よ び第10回北 日本連合産科婦人 科学会総会 に お い て ， V

K と雌 性 性 機能 と の 関係に っ い て 報告 した が，今阿 さ ら

に妊 娠機能とVK 欠乏 との 閧係に つ い て 検索し・
、 若干 の

知見を 得 た の で報告す る tS

　実験材料並 び に実験方法 ：

　実験動物 に は 体重 150g 前後の 性周期順調な ウ イ ス タ
ー系 メ ス ラ ッ トを使用 し， 実験飼料として はVK 欠乏食

プ ロ kgに Sulfaquinoxaline を0．01％混 じ た も の を 用

い ，対照飼料に は FM 固形食 を用 い た ．実験方 法は 妊 娠

成立と同時に実験飼料で飼育 した もの をA 群 ． 非妊娠 テ

ッ トを実験飼料 で 1 カ 月聞飼育 し た の ち ， 妊孕機能お よ

び 妊 娠経過 を観察 した もの を B群，こ の B 群 を さ らに 妊

娠成立 と岡時に実験飼料プ pkg 当りVK35 田gを加えた も

の で飼育し た も の を Br 群 ， 実験飼料の み で 飼育した も

の を Bfl群 と した ．さ らに 非 妊 娠 ラ ッ 1・を実 験飼料 で 飼

育した もの を C 群，妊娠前 お よび妊娠成立後も対照飼料

で飼育 した もの をD 群 とし た．

　 実験結果 ：

　 A 群 ， B 群 ，
　 D 群 と もに 妊孕機能 は 正 常で あ り，ま た

D 群 ，
B 【 群 ともに妊娠経過 ， 分娩 お よび 産後 に何ん ら

異 常 を 来た さ な い が ， A 群では大半が 妊娠末期 まで に流

産 しそ の 後出血 傾向を 示 して 死亡 した ．か っ 同群妊娠末

期 では 子宮壁 と胎盤 の 連結 が 離断 され た 状態すな わ ち 胎

盤早期剥離の 状態に あ る もの が 多 く満期分娩 の 産仔も胎

盤 と間時 に 娩出 され る もの が 多い ．BII群でも全部A 群

と同様に 妊 娠巾期 まで に流産死亡 ．以 上 の 結果 か らVK

欠乏 に よ り流産 な い し 失血 死 亡 を 来す原因を 明す べ く，
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